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(57)【要約】
【課題】
　不特定の者とともに同じ動画を同じタイミングで視聴
しながら、該動画についてコメントのやり取りを行うこ
とを可能にする動画再生システム、動画再生装置、およ
び進行状態管理装置を提供する。
【解決手段】
　動画再生システム１を、予め録画されている第１の動
画を再生し、該第１の動画の再生中に、該第１の動画の
進行状態を示す進行状態情報を生成し、該進行状態情報
を進行状態管理装置１２へ送信する第１の動画再生装置
１１と、第１の動画再生装置１１から送信された進行状
態情報を受信し、該進行状態情報を第２の動画再生装置
１１へ送信する進行状態管理装置１２と、進行状態管理
装置１２から送信された進行状態情報を受信し、予め録
画されている、第１の動画と同じ第２の動画を、該進行
状態情報に基づいて、第１の動画に同期させて再生する
第２の動画再生装置１１と、から構成する。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め録画されている第１の動画を再生する第１の動画再生装置と、予め録画されている
、前記第１の動画と同じ第２の動画を再生する第２の動画再生装置と、該第１の動画再生
装置および該第２の動画再生装置とデータ通信可能にネットワーク接続される進行状態管
理装置と、を含む動画再生システムであって、
　前記第１の動画再生装置は、前記第１の動画を再生し、該第１の動画の再生中に、該第
１の動画の進行状態を示す進行状態情報を生成し、該進行状態情報を前記進行状態管理装
置へ送信し、
　前記進行状態管理装置は、前記第１の動画再生装置から送信された進行状態情報を受信
し、該進行状態情報を前記第２の動画再生装置へ送信し、
　前記第２の動画再生装置は、前記進行状態管理装置から送信された進行状態情報を受信
し、前記第２の動画を、該進行状態情報に基づいて、前記第１の動画に同期させて再生す
ることを特徴とする動画再生システム。
【請求項２】
　ソーシャルネットワーキングサービスを提供するサーバ装置であって、前記第１の動画
再生装置および前記第２の動画再生装置とデータ通信可能にネットワーク接続されるサー
バ装置を含み、
　前記第１の動画再生装置または前記第２の動画再生装置のうちの一方の装置は、コメン
トの入力が可能であり、コメントが入力されるとコメント情報を生成し、
　前記第１の動画再生装置または前記第２の動画再生装置のうちの他方の装置は、コメン
ト情報に基づくコメントの出力が可能であり、
　前記一方の装置は、該一方の装置における動画の再生中にコメントが入力されると、該
コメントを示すコメント情報を生成し、該コメント情報を前記サーバ装置へ送信し、
　前記サーバ装置は、前記一方の装置から送信されたコメント情報を受信し、該コメント
情報を前記他方の装置へ送信し、
　前記他方の装置は、該他方の装置における動画の再生中に、前記サーバ装置から送信さ
れたコメント情報を受信し、該コメント情報に基づくコメントを出力することを特徴とす
る請求項１に記載の動画再生システム。
【請求項３】
　動画を再生する動画再生装置であって、
　予め録画されている動画を再生する再生部と、
　前記再生部による動画の再生中に該動画の進行状態を示す進行状態情報を生成する進行
状態生成部と、
　前記進行状態生成部によって生成された進行状態情報を他の装置へ送信する送信部と、
を備えることを特徴とする動画再生装置。
【請求項４】
　動画を再生する動画再生装置であって、
　他の動画再生装置が再生中の動画の進行状態を示す進行状態情報を受信する受信部と、
　予め録画されている、前記他の動画再生装置が再生中の動画と同じ動画を、前記受信部
によって受信した進行状態情報に基づいて、前記他の動画再生装置が再生中の動画に同期
させて再生する再生部と、を備えることを特徴とする動画再生装置。
【請求項５】
　一の動画再生装置が再生中の動画の進行状態を示す進行状態情報を受信する受信部と、
　前記受信部によって受信した進行状態情報を他の動画再生装置へ送信する送信部と、を
備えることを特徴とする進行状態管理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、動画再生システム、動画再生装置、および進行状態管理装置に関する。



(3) JP 2014-27524 A 2014.2.6

10

20

30

40

50

【背景技術】
【０００２】
　近年、mixi（登録商標）、Facebook（登録商標）、Twitter（登録商標）などの、各ユ
ーザがそれぞれコメントを発信できるＳＮＳ（Social Networking Service）が広まって
いる。コメントの内容は様々であり、たとえば、テレビ番組を視聴する際に、該テレビ番
組についてコメントを発信し、他のユーザとリアルタイムでコメントのやり取りを行う、
といったこともしばしば行われる。ただし、テレビ番組は、予め定められた時間帯でのみ
放送されるものがほとんどであるので、該時間帯にテレビ番組を視聴できないユーザは、
該テレビ番組についてリアルタイムで他のユーザとコメントのやり取りを行うことができ
ない。
【０００３】
　これに対して、特許文献１には、録画したテレビ番組を、私的利用の範囲内で共有可能
な技術が記載されている。特許文献１に記載の技術を利用すれば、私的利用の範囲内で、
他のユーザとテレビ番組を共有して、該テレビ番組についてＳＮＳ上でコメントのやり取
りを行うことが可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－１０２４８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載の技術では、テレビ番組を共有するだけであるので、
各ユーザの再生のタイミングが異なってしまい、ＳＮＳでコメントを発信しても、うまく
コミュニケーションがとれない。また、特許文献１に記載の技術は、私的利用の範囲内で
しかテレビ番組を共有できないので、不特定の者とともに該テレビ番組を視聴しながらコ
メントのやり取りを行うということが不可能である。
【０００６】
　本発明は、このような課題を解決するためのものであり、不特定の者とともに同じ動画
を同じタイミングで視聴しながら、該動画についてコメントのやり取りを行うことを可能
にする動画再生システム、動画再生装置、および進行状態管理装置を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、予め録画されている第１の動画を再生する第１の動画再生装置と、予め録画
されている、前記第１の動画と同じ第２の動画を再生する第２の動画再生装置と、該第１
の動画再生装置および該第２の動画再生装置とデータ通信可能にネットワーク接続される
進行状態管理装置と、を含む動画再生システムであって、
　前記第１の動画再生装置は、前記第１の動画を再生し、該第１の動画の再生中に、該第
１の動画の進行状態を示す進行状態情報を生成し、該進行状態情報を前記進行状態管理装
置へ送信し、
　前記進行状態管理装置は、前記第１の動画再生装置から送信された進行状態情報を受信
し、該進行状態情報を前記第２の動画再生装置へ送信し、
　前記第２の動画再生装置は、前記進行状態管理装置から送信された進行状態情報を受信
し、前記第２の動画を、該進行状態情報に基づいて、前記第１の動画に同期させて再生す
ることを特徴とする動画再生システムである。
【０００８】
　また本発明は、ソーシャルネットワーキングサービスを提供するサーバ装置であって、
前記第１の動画再生装置および前記第２の動画再生装置とデータ通信可能にネットワーク
接続されるサーバ装置を含み、
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　前記第１の動画再生装置または前記第２の動画再生装置のうちの一方の装置は、コメン
トの入力が可能であり、コメントが入力されるとコメント情報を生成し、
　前記第１の動画再生装置または前記第２の動画再生装置のうちの他方の装置は、コメン
ト情報に基づくコメントの出力が可能であり、
　前記一方の装置は、該一方の装置における動画の再生中にコメントが入力されると、該
コメントを示すコメント情報を生成し、該コメント情報を前記サーバ装置へ送信し、
　前記サーバ装置は、前記一方の装置から送信されたコメント情報を受信し、該コメント
情報を前記他方の装置へ送信し、
　前記他方の装置は、該他方の装置における動画の再生中に、前記サーバ装置から送信さ
れたコメント情報を受信し、該コメント情報に基づくコメントを出力することを特徴とす
る。
【０００９】
　また本発明は、動画を再生する動画再生装置であって、
　予め録画されている動画を再生する再生部と、
　前記再生部による動画の再生中に該動画の進行状態を示す進行状態情報を生成する進行
状態生成部と、
　前記進行状態生成部によって生成された進行状態情報を他の装置へ送信する送信部と、
を備えることを特徴とする動画再生装置である。
【００１０】
　また本発明は、動画を再生する動画再生装置であって、
　他の動画再生装置が再生中の動画の進行状態を示す進行状態情報を受信する受信部と、
　予め録画されている、前記他の動画再生装置が再生中の動画と同じ動画を、前記受信部
によって受信した進行状態情報に基づいて、前記他の動画再生装置が再生中の動画に同期
させて再生する再生部と、を備えることを特徴とする動画再生装置である。
【００１１】
　また本発明は、一の動画再生装置が再生中の動画の進行状態を示す進行状態情報を受信
する受信部と、
　前記受信部によって受信した進行状態情報を他の動画再生装置へ送信する送信部と、を
備えることを特徴とする進行状態管理装置である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、第１の動画再生装置は、予め録画されている第１の動画を再生し、該
第１の動画の再生中に、該第１の動画の進行状態を示す進行状態情報を生成し、該進行状
態情報を送信することができ、第２の動画再生装置は、該進行状態情報を受信し、予め録
画されている、第１の動画と同じ第２の動画を、該進行状態情報に基づいて、第１の動画
に同期させて再生することができる。したがって、第１の動画再生装置のユーザと第２の
動画再生装置のユーザとが互いに全く知らない他人同士であったとしても、同じ動画を同
じタイミングで視聴しながら、該動画についてコメントのやり取りを行うことが可能にな
る。また、該動画はユーザの私的利用の範囲でユーザ所有の動画再生装置に録画されたデ
ータであり、外部サービスに不正にアップロードされた動画ではない。そのため、本発明
によって動画をユーザ同士で共有して視聴する行為は、著作権法による制限を受けるもの
ではない。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】動画再生システム１のブロック図である。
【図２】動画再生装置１１の外観を示す図である。
【図３】マスタユーザの動画再生装置１１が、動画を再生し、該動画の進行状態データを
進行状態管理装置１２へ送信するときのフローチャートである。
【図４】マスタユーザが進行状態データの送信指示を入力するときの様子を示す図である
。
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【図５】画面に表示されるコメント欄Ｋ６を示す図である。
【図６】一般ユーザの動画再生装置１１が、進行状態データに基づいて、動画の進行状態
を画面に表示するときのフローチャートである。
【図７】進行状態表示部１１７が動画の進行状態を画面に表示する例を示す図である。
【図８】一般ユーザが動画を同期させるときの処理を説明するためのフローチャートであ
る。
【図９】進行状態表示部１１７が動画の詳細な進行状態を画面に表示する例を示す図であ
る。
【図１０】コメント欄Ｋ６の詳細を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に、本発明に係る動画再生システム１について説明する。図１は、動画再生システ
ム１のブロック図である。動画再生システム１は、２つ以上の動画再生装置１１と、進行
状態管理装置１２とを含む。動画再生システム１は、各動画再生装置１１と進行状態管理
装置１２とが、通信ネットワークを介して、データ通信可能に接続されることで構成され
る。この動画再生システム１のユーザには、再生中の動画の進行状態を他のユーザに公開
するマスタユーザと、マスタユーザによって再生中の動画と同じ動画を同期させて視聴す
る一般ユーザとが存在する。マスタユーザの動画再生装置１１と一般ユーザの動画再生装
置とを区別しない場合に、単に動画再生装置１１と称することにする。
【００１５】
　図２は、動画再生装置１１の外観を示す図である。動画再生装置１１は、テレビなどの
モニタ装置と接続され、リモコンによって操作されることで、画面に動画を再生する。な
お、動画再生装置１１自身が画面を備え、該画面に動画を再生するように構成されてもよ
い。また、リモコンは、動画再生装置１１に付属する専用のリモコンであってもよいし、
携帯電話、スマートフォンなどの携帯端末装置であってもよい。
【００１６】
　図１に示すように、動画再生装置１１は、録画部１１１と、関連データ記録部１１２と
、再生部１１３と、進行状態データ処理部１１４と、入出力部１１５と、通信部１１６と
、進行状態表示部１１７とを含む。これらの各部１１１～１１７は、ＣＰＵ（Central Pr
ocessing Unit）、ＲＡＭ（Random Access Memory）、ＲＯＭ（Read Only Memory）、通
信インターフェースなどによって、機能的に実現される。
【００１７】
　録画部１１１は、たとえば、地上波放送、衛星放送などのテレビ放送の放送波によって
送信された動画データ（テレビ番組データ）を記録する。関連データ記録部１１２は、テ
レビ放送の放送波によって送信された、ＥＩＴ（Event Information Table）データなど
の関連データを記録する。ここで、ＥＩＴデータとは、番組名、放送日時、放送内容など
テレビ番組に関連する情報を含むデータであって、電子番組表（ＥＰＧ）のもとになるデ
ータである。ＥＩＴデータは、少なくとも、自局において現在放送中のテレビ番組に関連
する情報、および、次に放送を予定しているテレビ番組に関連する情報を含んでいる。
【００１８】
　再生部１１３は、録画部１１１に記録されている動画データに基づいて、画面に動画を
再生する。再生部１１３は、動画の再生だけではなく、動画の一時停止、早送り、巻き戻
しなどの各操作を行うこともできる。
【００１９】
　進行状態データ処理部１１４は、再生部１１３による動画の再生中に、該動画の進行状
態を示す進行状態データを生成して取得する。進行状態データ処理部１１４は、再生部１
１３によって再生中の動画の再生時間、および、一時停止、早送り、巻き戻し、再生開始
などの各操作の有無と、関連データ記録部１１２に記録されている、該動画についての関
連データとから、進行状態データを生成する。
【００２０】
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　入出力部１１５は、ユーザによるリモコンの操作によって、再生部１１３に、動画の再
生開始、一時停止、早送り、巻き戻しなどの各操作を行わせる指示を入力する。また、入
出力部１１５は、リモコンの操作によって入力されたユーザのコメントから、コメントデ
ータを生成する。また、入出力部１１５は、コメントデータに基づいて、テレビなどのモ
ニタ装置にコメントを出力させる。
【００２１】
　通信部１１６は、進行状態データ処理部１１４によって取得された進行状態データを、
進行状態管理装置１２へ送信する。また、通信部１１６は、他の動画再生装置１１により
再生中の動画の進行状態を示す進行状態データを、進行状態管理装置１２から受信する。
【００２２】
　さらに、通信部１１６は、ソーシャルネットワーキングサービス（ＳＮＳ）を提供する
、動画再生装置１１とデータ通信可能にネットワーク接続されるＳＮＳサーバ装置へ、入
出力部１１５によって生成したコメントデータを送信する。また、通信部１１６は、他の
動画再生装置１１の入出力部１１５によって生成されたコメントデータを、ＳＮＳサーバ
装置から受信する。
【００２３】
　進行状態表示部１１７は、通信部１１６によって受信された、他の動画再生装置１１に
より再生中の動画の進行状態を示す進行状態データに基づいて、該動画の進行状態を、画
面に表示させる。
【００２４】
　次に、進行状態管理装置１２について説明する。図１に示すように、進行状態管理装置
１２は、データ記録処理部１２１と、通信部１２２とを含む。これらの各部１２１，１２
２は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＡＭ（Random Access Memory）、ＲＯＭ
（Read Only Memory）、通信インターフェースなどによって、機能的に実現される。
【００２５】
　通信部１２２は、動画再生装置１１から、該動画再生装置１１により再生中の動画の進
行状態データを受信し、データ記録処理部１２１に記録する。また、通信部１２２は、デ
ータ記録処理部１２１に記録されている進行状態データを、該進行状態データを送信した
動画再生装置１１とは異なる他の動画再生装置１１へ送信する。
【００２６】
　なお、進行状態管理装置１２は、ＳＮＳサーバ装置を兼ねてもよい。進行状態管理装置
１２がＳＮＳサーバ装置を兼ねる場合、通信部１２２は、動画再生装置１１から、該動画
再生装置１１によって生成されたコメントデータを受信し、データ記録処理部１２１に記
録する。また、通信部１２２は、データ記録処理部１２１に記録されている、動画再生装
置１１によって生成されたコメントデータを、該動画再生装置１１とは異なる他の動画再
生装置１１へ送信する。
【００２７】
　このように構成される動画再生装置１１および進行状態管理装置１２を含む動画再生シ
ステム１では、マスタユーザの動画再生装置１１は、録画部１１１に記録されている動画
データに基づいて再生部１１３によって動画を再生するときに、通信部１１６によって、
該動画の進行状態データを、進行状態管理装置１２へ送信することができる。この動画デ
ータと同じ動画データを録画部１１１に記録している一般ユーザの動画再生装置１１は、
進行状態管理装置１２から、マスタユーザの動画再生装置１１により再生中の動画の進行
状態データを受信することができる。そして、一般ユーザの動画再生装置１１は、受信し
た進行状態データを用いて、マスタユーザの動画再生装置１１により再生中の動画と同じ
動画を、該マスタユーザの動画再生装置１１により再生中の動画に同期させて、再生する
ことができる。
【００２８】
　また、マスタユーザ、および、一般ユーザは、それぞれ、同期させて視聴している動画
について、リモコンを用いてコメントを入力することができる。各ユーザによって入力さ
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れたコメントは、入出力部１１５によって、自身のモニタ装置および、自身以外の他のユ
ーザにより視聴されているモニタ装置に出力されることになる。
【００２９】
　したがって、動画再生システム１によれば、各ユーザの動画再生装置１１にそれぞれ記
録されている同じ動画を、同じタイミングで視聴し、コメントを述べ合うことができる。
よって、リアルタイムで視聴できなかった動画であっても、不特定のユーザとコミュニケ
ーションをとりながら、同じ動画を同じタイミングで視聴することが可能になる。
【００３０】
　この動画再生システム１について、図３～図１０を用いて、より詳細に説明する。図３
は、マスタユーザの動画再生装置１１が、動画を再生し、該動画の進行状態データを進行
状態管理装置１２へ送信するときのフローチャートである。
【００３１】
　ステップＡ１では、マスタユーザによるリモコンの操作によって、マスタユーザの動画
再生装置１１の録画部１１１に記録されている動画が選択され、該動画の再生指示が入力
される。
【００３２】
　ステップＡ２では、マスタユーザの動画再生装置１１の再生部１１３が、ステップＡ１
において再生指示を入力された動画の再生を開始する。
【００３３】
　ステップＡ３では、マスタユーザによるリモコンの操作によって、ステップＡ２におい
て再生が開始された動画の進行状態データの送信指示が入力される。図４に、マスタユー
ザが進行状態データの送信指示を入力するときの様子を示す。マスタユーザは、動画の視
聴中に、該動画とともに画面に表示されている「動画の同期」キーＫ１を選択する。「動
画の同期」キーＫ１が選択されると、「同期情報の公開」キーＫ２、「同期の予約」キー
Ｋ３、および「同期可能動画表示」キーＫ４が画面に表示される。次に、マスタユーザは
、「同期情報の公開」キーＫ２を選択する。「同期情報の公開」キーＫ２が選択されると
、「公開」キーＫ５が画面に表示される。最後に、マスタユーザは、「公開」キーＫ５を
選択する。このような操作を行うことによって、マスタユーザの動画再生装置１１に、進
行状態データの送信指示が入力される。
【００３４】
　ステップＡ４では、マスタユーザの動画再生装置１１の進行状態データ処理部１１４が
、進行状態データを生成する。進行状態データには、マスタユーザの動画再生装置１１の
再生部１１３によって再生中の動画についての、再生時間、早送りなどの操作の有無、放
送局、放送日時、番組名などの同期に必要となるデータが含まれる。
【００３５】
　ステップＡ５では、マスタユーザの動画再生装置１１の通信部１１６が、再生部１１３
によって再生中の動画の進行状態データを、進行状態管理装置１２へ送信する。この進行
状態データは、進行状態管理装置１２のデータ記録処理部１２１に記録される。
【００３６】
　ステップＡ４，Ａ５において、進行状態データは、一定の時間間隔で生成され、進行状
態管理装置１２へ送信される。一定の時間間隔は、ＥＩＴデータが送信される時間間隔で
あってもよいし、データ通信において許容され得る範囲で最も短い時間間隔であってもよ
い。また、一定の時間間隔で進行状態データを生成および送信する代わりに、一時停止、
早送り、巻き戻し、再生開始などの各操作が行われたことを示す進行状態データが生成さ
れたときのみ、進行状態データを送信するようにしてもよい。これにより、データ通信の
頻度が抑えられ、マスタユーザの動画再生装置１１および進行状態管理装置１２に掛かる
負荷を抑えることができる。
【００３７】
　ステップＡ６では、マスタユーザの動画再生装置１１の入出力部１１５によって、図５
に示すように、画面にコメント欄Ｋ６が表示される。コメント欄Ｋ６には、入出力部１１
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５によってコメントが出力される。
【００３８】
　以上のステップＡ１～ステップＡ６では、マスタユーザが動画の視聴を開始した後に、
該動画の進行状態データが進行状態管理装置１２へ送信されるので、一般ユーザによる動
画の同期は、マスタユーザによる動画の視聴開始後になる。これに対して、マスタユーザ
と一般ユーザとが動画の始めから同期して視聴可能になるように、動画の同期を予約でき
るようにしてもよい。
【００３９】
　動画の同期が予約可能な場合、マスタユーザは、リモコンの操作によって、図４に示し
た「同期の予約」キーＫ３を選択して、予約時刻を入力し、マスタユーザの動画再生装置
１１の録画部１１１に記録されている動画の中から予約対象の動画を選択する。マスタユ
ーザの動画再生装置１１の進行状態データ処理部１１４は、進行状態データとして、予約
対象の動画の予約時刻、放送局、放送日時、番組名などを含むデータを生成し、通信部１
１６は、該進行状態データを進行状態管理装置１２へ送信する。現在時刻が予約時刻にな
ったとき、マスタユーザの動画再生装置１１の再生部１１３は、予約対象の動画の再生を
開始し、その後、上記ステップＡ４～ステップＡ６の処理が行われる。
【００４０】
　次に、一般ユーザの動画再生装置１１の処理について説明する。図６は、一般ユーザの
動画再生装置１１が、マスタユーザの動画再生装置１１により再生中または予約中の動画
の進行状態データを受信し、該進行状態データに基づいて、該動画の進行状態を画面に表
示するときのフローチャートである。
【００４１】
　ステップＢ１では、一般ユーザによるリモコンの操作によって、進行状態データの受信
指示が入力される。たとえば、一般ユーザの画面に表示されている、図４に示す「同期可
能動画表示」キーＫ４を、一般ユーザが選択することで、一般ユーザの動画再生装置１１
に、進行状態データの受信指示が入力される。進行状態データの受信指示が入力された一
般ユーザの動画再生装置１１は、通信部１１６によって、進行状態データの送信要求を、
進行状態管理装置１２へ送信する。
【００４２】
　ステップＢ２では、一般ユーザの動画再生装置１１の通信部１１６が、進行状態管理装
置１２に記録されている、マスタユーザの動画再生装置１１により再生中または予約中の
動画の進行状態データを、該進行状態管理装置１２から受信する。
【００４３】
　ステップＢ３では、一般ユーザの動画再生装置１１の進行状態表示部１１７が、該一般
ユーザの動画再生装置１１の録画部１１１に、ステップＢ２において受信した進行状態デ
ータによって示される動画が記録されているか否かを判断する。受信した進行状態データ
によって示される動画が録画部１１１に記録されている場合にはステップＢ４へ進み、記
録されていない場合には処理を終了する。
【００４４】
　ステップＢ４では、一般ユーザの動画再生装置１１の進行状態表示部１１７が、該一般
ユーザの動画再生装置１１の録画部１１１に記録されている動画のうち、ステップＢ２に
おいて受信した進行状態データによって示される動画について、該進行状態データに基づ
いて、進行状態を画面に表示する。図７に、進行状態表示部１１７が動画の進行状態を画
面に表示する例を示す。図７は、マスタユーザが３人存在している場合を示している。画
面には、３人のマスタユーザに対応して、３つの動画の進行状態を表した進行状態表示欄
Ｋ７が表示されている。各進行状態表示欄Ｋ７には、対応する「マスタユーザ名」Ｋ８が
表示されている。また、各進行状態表示欄Ｋ７には、各動画の進行状態データに基づいて
、各動画の「番組名」Ｋ９、「放送局名」Ｋ１０、および「放送日時」Ｋ１１が表示され
ている。さらに、進行状態表示欄Ｋ７には、進行状態データに含まれる再生時間のデータ
に基づいて、該再生時間に対応する各動画の場面を示すサムネイル画像Ｋ１２が表示され
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ている。
【００４５】
　ステップＢ４において、「番組名」Ｋ９、「放送局名」Ｋ１０、および「放送日時」Ｋ
１１が同じ動画であっても、「マスタユーザ名」Ｋ８が異なる場合には、進行状態表示部
１１７は、それぞれ区別して、各マスタユーザにより再生中または予約中の動画の進行状
態を表した進行状態表示欄Ｋ７を表示させる。ただし、同じ動画について、マスタユーザ
が多数存在する場合には、進行状態表示部１１７は、所定の基準で、マスタユーザを選択
して進行状態表示欄Ｋ７を表示させてもよい。たとえば、進行状態表示部１１７は、マス
タユーザになることが可能なユーザのユーザ名をグループ化して記録しておき、グループ
に含まれるユーザがマスタユーザであるときのみ、該マスタユーザに対応する進行状態表
示欄Ｋ７を表示させてもよい。
【００４６】
　次に、図８に示すフローチャートを用いて、一般ユーザが同期の対象とするマスタユー
ザおよび動画を選択し、該動画に一般ユーザが視聴する動画を同期させるときの処理を説
明する。
【００４７】
　ステップＣ１では、一般ユーザによるリモコンの操作によって、図７に示すように進行
状態表示部１１７により表示されている進行状態表示欄Ｋ７のうちの、同期の対象とする
マスタユーザ名Ｋ８が表示されている進行状態表示欄Ｋ７中に表示されている「詳細」キ
ーＫ１３が選択される。「詳細」キーＫ１３を、一般ユーザが選択することで、一般ユー
ザの動画再生装置１１に、詳細進行状態表示指示が入力される。詳細進行状態表示指示が
入力された一般ユーザの動画再生装置１１は、通信部１１６によって、「詳細」キーＫ１
３に対応するマスタユーザにより再生中または予約中の動画の進行状態データの送信要求
を、進行状態管理装置１２へ送信する。たとえば、「マスタユーザ名」Ｋ８が「ＢＢＢ」
である進行状態表示欄Ｋ７中の「詳細」キーＫ１３が選択された場合、一般ユーザの動画
再生装置１１は、通信部１１６によって、「マスタユーザ名」Ｋ８が「ＢＢＢ」であるマ
スタユーザにより再生中または予約中の動画の進行状態データの送信要求を、進行状態管
理装置１２へ送信する。
【００４８】
　ステップＣ２では、一般ユーザの動画再生装置１１の通信部１１６が、ステップＣ１に
おいて送信要求を行った進行状態データを、進行状態管理装置１２から受信する。
【００４９】
　ステップＣ３では、一般ユーザの動画再生装置１１の進行状態表示部１１７が、ステッ
プＣ２において受信した進行状態データに基づいて、該進行状態データに対応する動画の
詳細な進行状態を画面に表示する。図９に、進行状態表示部１１７が動画の詳細な進行状
態を画面に表示する例を示す。図９は、図７において、「マスタユーザ名」Ｋ８が「ＢＢ
Ｂ」である進行状態表示欄Ｋ７中の「詳細」キーＫ１３が選択された場合の画面を示して
いる。図９に示す画面には、ステップＣ２において受信した進行状態データの示す動画の
詳細な進行状態を表した詳細表示欄Ｋ１４が表示されている。詳細表示欄Ｋ１４には、対
応する「マスタユーザ名」Ｋ１５が表示されている。また、詳細表示欄Ｋ１４には、進行
状態データに基づいて、この動画の「番組名」Ｋ１６、「放送局名」Ｋ１７、および「放
送日時」Ｋ１８が表示されている。また、詳細表示欄Ｋ１４には、進行状態データに含ま
れる再生時間のデータに基づいて、該再生時間に対応する動画の場面を示すサムネイル画
像Ｋ１９が表示されている。
【００５０】
　また、詳細表示欄Ｋ１４には、ステップＣ２において受信した進行状態データの示す動
画を同期させて視聴している他の一般ユーザのユーザ名を表す「同期視聴ユーザ名」Ｋ２
０が表示されている。詳細表示欄Ｋ１４には、ステップＣ２において受信した進行状態デ
ータの示す動画を同期させて視聴している他の一般ユーザの、該動画についての「直近コ
メント」Ｋ２１が表示されている。「同期視聴ユーザ名」Ｋ２０は、ステップＣ２におい
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て、進行状態データとともに、進行状態管理装置１２から受信される。「直近コメント」
Ｋ２１は、ステップＣ２において、ＳＮＳサーバ装置から受信される。なお、「同期視聴
ユーザ名」Ｋ２０には、ユーザ名ではなく、ユーザのアバターが表示されてもよい。
【００５１】
　さらに、詳細表示欄Ｋ１４には、動画の「視聴時間」Ｋ２２および「視聴時間」Ｋ２２
を表すグラフＫ２３が表示されている。「視聴時間」Ｋ２２は、ステップＣ２において、
進行状態データとともに、進行状態管理装置１２から受信される。「視聴時間」Ｋ２２は
、動画の再生時間であってもよいし、再生時間からコマーシャルの時間を差し引いた時間
であってもよいし、動画のチャプター番号やＥＩＴデータから算出された時間であっても
よい。グラフ２３は、「視聴時間」Ｋ２２に基づいて表示される。
【００５２】
　ステップＣ４では、一般ユーザによるリモコンの操作によって、図９に示すように進行
状態表示部１１７により表示されている詳細表示欄Ｋ１４中に表示されている「同期視聴
開始」キーＫ２４が選択される。「同期視聴開始」キーＫ２４を、一般ユーザが選択する
ことで、一般ユーザの動画再生装置１１に、同期再生指示が入力される。同期再生指示が
入力された一般ユーザの動画再生装置１１は、通信部１１６によって、詳細表示欄Ｋ１４
に対応するマスタユーザにより再生中または予約中の動画の進行状態データの送信要求を
、進行状態管理装置１２へ送信する。
【００５３】
　ステップＣ５では、一般ユーザの動画再生装置１１の通信部１１６が、ステップＣ４に
おいて送信要求を行った進行状態データを、進行状態管理装置１２から受信する。
【００５４】
　ステップＣ６では、一般ユーザの動画再生装置１１の再生部１１３が、ステップＣ５に
おいて受信した進行状態データと、該動画再生装置１１の録画部１１１に記録されている
動画とに基づいて、該動画を、マスタユーザにより視聴される動画に同期させて再生する
。
【００５５】
　ステップＣ５，Ｃ６において、進行状態データは、一定の時間間隔で、進行状態管理装
置１２から受信される。一定の時間間隔は、ＥＩＴデータが送信される時間間隔であって
もよいし、データ通信において許容され得る範囲で最も短い時間間隔であってもよい。一
定の時間間隔で進行状態データを受信し、受信した進行状態データに基づいて動画の同期
を行うことで、同期がずれるのを防ぐことができる。なお、一定の時間間隔で進行状態デ
ータを受信する代わりに、一時停止、早送り、巻き戻し、再生開始などの各操作が行われ
たことを示す進行状態データが進行状態管理装置１２のデータ記録処理部１２１に記録さ
れたときのみ、該進行状態データを進行状態管理装置１２から受信するようにしてもよい
。これにより、データ通信の頻度が抑えられ、一般ユーザの動画再生装置１１および進行
状態管理装置１２に掛かる負荷を抑えることができる。
【００５６】
　ステップＣ７では、一般ユーザの動画再生装置１１の入出力部１１５によって、図５に
示したようなコメント欄Ｋ６が表示される。図１０にコメント欄Ｋ６の詳細を示す。コメ
ント欄Ｋ６内には、マスタユーザまたは一般ユーザのコメント、ユーザ名、アバターなど
が表示される。コメント欄Ｋ６内のコメントは、コメントの入力があるたびに、ＳＮＳサ
ーバ装置から動画再生装置１１へ送信され、動画の同期の対象であるマスタユーザ、およ
び動画を同期させている他の一般ユーザと共有される。
【００５７】
　コメント欄Ｋ６内の「コメント」キーＫ２５は、マスタユーザや一般ユーザがコメント
を入力しようとするときに、リモコンを操作して選択するものである。「コメント」キー
Ｋ２５が選択されると、動画再生装置１１の入出力部１１５によって、コメント入力枠Ｋ
２６および「コメント送信」キーＫ２７が画面に表示される。コメント入力枠Ｋ２６内に
は、リモコンを操作することで文字が表示され、コメント入力枠Ｋ２６内に文字が表示さ
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れた状態で、リモコン操作によって「コメント送信」キーＫ２７を選択すると、動画再生
装置１１にコメントが入力され、それによって、入出力部１１５によってコメントデータ
が生成され、該コメントデータがＳＮＳサーバ装置へ送信される。
【００５８】
　なお、リモコンが携帯端末装置である場合、携帯端末装置へ音声を入力し、該携帯端末
装置が音声データを文字データに変換して、動画再生装置１１に文字データによってコメ
ントを入力してもよい。また、携帯端末装置へ音声を入力し、該携帯端末装置が音声デー
タをそのまま動画再生装置１１に入力し、動画再生装置１１が、入力された音声データを
、そのままコメントデータとして、ＳＮＳサーバ装置へ送信してもよい。この場合、他の
ユーザのモニタ装置では、コメントが文字で表示される代わりに音声データに基づく音声
が出力されるか、または、音声データに対応するコメントが文字で表示されるとともに、
該音声データに基づく音声が出力される。さらに、リモコンがスマートフォンである場合
、スマートフォンのタッチパネルにモニタ装置の画面を対応させて、該タッチパネルにタ
ッチ操作を行うことで、動画再生装置１１が、コメント欄や動画上に該タッチ操作に対応
する図を入力し、その図をコメントデータとしてＳＮＳサーバ装置へ送信して、他のユー
ザと共有可能にしてもよい。
【００５９】
　以上が、本発明に係る動画再生システム１の詳細である。この動画再生システム１によ
れば、各ユーザの動画再生装置１１にそれぞれ記録されている同じ動画を各ユーザが同期
させて視聴するときに、より円滑にコメントのやり取りを行うことができ、コミュニケー
ションをとり易くすることができる。
【符号の説明】
【００６０】
　１　動画再生システム
　１１　動画再生装置
　１２　進行状態管理装置
　１１１　録画部
　１１２　関連データ記録部
　１１３　再生部
　１１４　進行状態データ処理部
　１１５　入出力部
　１１６　通信部
　１１７　進行状態表示部
　１２１　データ記録処理部
　１２２　通信部
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